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罪種別 ��件数 �発生地域 

窃盗犯 �万引き �＼1’ �御津 

合計 ��∴1∴ � 

今‾筆も日日訴金を輔しき毎紬んの鯵轟 令和4‾年中の岡山県内での特殊詐欺の被害額は3憶円を超えています。 

∴当署管内においでも、犯人か．ら、介護保険料の払い戻しがあるといった還付金＿ 

詐欺や、パソコンのウイルス駆除代金として電子マネーなどで支払いを－求める架 
空料金請求詐欺等の不審な電話がかかってきて‾ぉり、特殊詐欺が身近に迫ってい 
ます。 
．●′　垂宅中でも留守番電話に設定しておき、相手がわかってか 

ら電話に出る 
●iお金や電子マネー、キャッシュカード等に関する話があっ 

など嘉琵警警謹告讃擢葉書ましょう＿。　・e・ 

∴∴： 連繋 

遼i �嚢 　　○ �物損事故 �78件（昨年比 �＋12件）　　　　　　選 
寧／ � �物伸事故加増 �同順向軍事？緊張． �感を保持しましょう。 

、ミミ寒、 �� 

＿繋表ミ桑春寒表題曇嚢重責嚢 � � � 

ざ �“総事故件数　85件 �（昨年比 �＋9件） � ∴ ∴∴ ∴ ∴ �“人身事故　　　7件 �（昨年比 �－3件） � 

“死者数　　　　0人 �（昨年比 �±0人） �選 

蓮 �“物損事故　　78件 �（昨年比 �＋12件） �表 

建部町大田地内七人身事故発生！ 
12月20日（木）夜遅く、岡‾山市北区建部町大田地内で大型トラックか横 

断歩道を自転車で横断中の男性に衝突する事故があ りました。 正月明けで、運転中にぼんやりすることもあると思こ高÷‾詰鹸蕊濫発三選態＿恥、、 茎誌露語豊平置いて、緊張感を保持した事1蕊．薫蒸 
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警構にご理解とご協力を
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【県警察からのお願い】

公共交通機関及びその周辺、多数の人が集まる場所等にお

いて「不審者“車」「不審物件」等を見かけたときは、110番す

るなどして警察に通報してください。倉敷市rG7倉敷労鋤雇用

大臣会合」4月22日（土）、23日（日）、会場周辺では交通の混雑

が予想されるため、マイカーを控える等して交通混雑緩和にご協力く

ださい。

う

危

険

性
が

あ

る

タ グ　　ま番書ア建 十一 　∴ ∴∴　イ迎っセ年 　　ベえレン1 �瀦 腐 姦 稜 

∴∴∴o∴音譜王背き語 ※1ラ後が0を‘んで日 　田は結審一美1をり（、 ∴リマわの施1－ン舎 2－1－、帯　をル寸し0日ク） ‾易々勿〇〇〇銘／／／’”””m′””ン”””／／／／／／／ン／ノ”〟m／”′／／／”’”／”〟’′／ノ／／／”ノノノ”／””／ノ／子／ノノノ”／／／””〝／ノ／”””／’””〝”／′ノンノノンノ／／””’／ノンノ／／””／’””／／′””””ノ”′／”’ノ”／””／／ノンノ／／ノ’’’’／／／’′／′／’／／”／’／”／′””／””’”／ノノン’ノ”／／”‾〝／一’ノンノン’ン／ノ””””〟／‾‾／ノ′ノ／ノ””／／／／／／ノ／′／／ノ／′”ノ”／”’／ノ誓ge宣誓i場長整髪 

鶉醸議

∴∵＼　∵∴．∴∵ 

闇葛畦一／－／i＝ン／諒 発露高話回国日田i 　　三軍StT享90 

∴1： ��∴一着一†∴丁 「∴ 

「毎日第2金曜日は、犯雪害を手口のBl」「特殊詐欺にi主意！」
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の
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許
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馬
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た
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と
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許
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が
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れ
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す
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方
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通
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し

ます。


